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技術
解説

1． モバイルデータトラフィックの現状

昨今，スマートフォンの普及により，モバイルデータ
通信のトラフィック量は爆発的に増大している．第1図
に示すとおり，モバイルデータのトラフィック量は，こ
の先も加速度的に増大していくと予測されている．

オペレータにとって，増大するモバイルデータトラ
フィックへの対策は急務となっており，各社Wi-Fiオフ
ロードの取り組みを強化している．しかし，スマートフォ
ンユーザーがWi-Fiを利用するには煩雑な操作が必要と
なる上に，独立したネットワークであるセルラとWi-Fi

をシームレスに切り替えるモビリティ機能も不十分であ
るなど，Wi-Fiオフロードの妨げとなる課題が存在する．
こうした状況に対し，Wi-Fiのユーザビリティ向上，

セルラとのネットワーク統合による相互接続やサービス
継続を目的としたNGHの標準化が進められている．
本稿では，NGH標準化動向と，関連する当社開発技
術について説明する．

2． 標準化動向

2.1 Hotspot2.0
NGHの技術仕様は3GPP（Third Generation Partnership 

Project）とWFA（Wi-Fi Alliance）によって規定される．
当節では，NGHを構成するWi-Fi側の技術規格である
Hotspot2.0[2]について説明する．Hotspot2.0は，Wi-Fiの
ユーザビリティ向上などを目的としてWFAにおいて標
準化が進められており，外部ネットワークとの連携につ
いての規格であるIEEE 802.11u[3]やSIM認証機能などの
導入により，ユーザーに意識させることなくセキュアな
Wi-Fi接続を可能とする．

Hotspot2.0の接続手順の概要を，第2図に示す．
第2図において，AP（Access Point）からのBeaconを受
信した携帯電話端末は，IEEE 802.11uの機能の1つであ
る，ANQPを利用し，IP（Internet Protocol）割り当て前
にネットワーク接続資格情報，ローミング情報，認証や
暗号化のための情報をAP経由で認証サーバから取得す
る．その後，取得した情報を元に，接続するネットワー
クを決定する．ネットワークへの接続は，エンタープラ
イズレベルのセキュリティ仕様であるWPA2（注3）
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第1図	 モバイルデータトラフィック将来予測 [1]

Fig.	1	 Mobile data traffic forecast [1]
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を行い，AES（Advanced Encryption Standard）方式で通
信暗号化を行う．IEEE 802.1Xの相互認証では，EAP

（Extended Authentication Protocol）手順による端末認証
方法の選択肢として携帯電話のSIM情報を利用するEAP-

SIMオプションが利用可能であり，ユーザーによるID

（IDentification）/Passwordの入力を必要としない認証が
実現可能である．
これら一連の接続シーケンスには，ユーザー操作は介
在しないため，ユーザーにネットワーク切り替えなどを
意識させることなくセキュアなWi-Fi接続が可能となる．

Hotspot2.0はRelease-1～ 3に分割して標準化が進めら
れている．Release-1では，自動ネットワーク選択機能と，
セキュリティ機能が実現され，2012年6月末より
Certificationが開始されている．Release-2では，セキュア
なオンラインサインアップの仕組みと，オペレータ接続
ポリシー割り当てのための仕組みが提供される．
Certification開始は2013年5月の予定である．Release-3は，
現在要件提案段階である．

2.2 NGH
Wi-Fiからセルラネットワークへの切り替え時，パケッ
トセッション再確立による接続遅延など，Wi-Fiとセル
ラネットワークのシームレスな切り替えを妨げる課題が
存在する．そこでNGHは，Hotspot2.0をセルラネットワー
クのアーキテクチャに取り込み，セルラとWi-Fi間の相
互接続とモバイルIPハンドオーバーによるサービス継続
を目的として，3GPPにおいて標準化が進められている．
第3図に，NGH統合ネットワークのアーキテクチャを示
す．3GPPでは2013年3月に向けて，以下の機能について
標準化が進められる予定である．

• セルラ-Wi-Fi統合ネットワーク選択機能
• オペレータポリシーに基づくネットワーク制御機能
• IPデータフロー継続機能

3． 当社の技術開発

当社では，標準化活動のみならず，他社差別化のため
の技術開発も進めている．当社で取り組んでいる，無線
品質判定に基づいてセルラ-Wi-Fi間の自動回線切り替え
を実現する技術について概要を説明する．
無線品質を用いた接続改善では，一般的にはWi-Fiの
信号強度であるRSSI（Received Signal Strength Indication）
を元にした接続判断が考えられる．しかしながら，RSSI

での判断だけではAPの乱立により生じている電波干渉
や，他端末とのアクセス競合による送信スループット低
下の問題が残る．また，一部のHotspotではバックホー
ルにHSPA（High Speed Packet Access）回線を利用する
などの要因により， 実通信速度が遅くなるという事態が
起こりうる．当社では，上記課題を解決するため，チャ
ネル使用率などの干渉状況を判断した上での接続判定
や，実際の通信状況を把握した上での接続判定方式の開
発を行い，ユーザーの使用感を損なうことなくセルラ
-Wi-Fi間の自動回線切り替えを実現する．例えば第4図
に示すように，各ChannelのChannel utilizationを測定し，
同一チャネルと隣接チャネルの測定結果からTraffic load

やスループット予測を行う方式などについて，実現可能
性の検討および評価を進めている．

第3図	 NGH統合ネットワーク [4]

Fig.	3	 NGH integrated network [4]
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第4図	 Channel utilizationの測定
Fig.	4	 Channel utilization measurement
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第2図	 Hotspot2.0の接続手順
Fig.	2	 Hotspot2.0 procedures
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4． 今後の展望

Hotspot2.0やNGHは，引き続き標準化が進められてお
り，デバイス間通信やマルチIPデータフローなどの新た
な機能要件の検討が開始されている．
当社は，先に紹介した無線品質判定技術に加え，ユー
ザーのTPO（位置や移動状態など）を判別して回線切り
替え制御を行うユーザーコンテキスト判定技術について
もR&D本部と連携して要素技術開発を進めており，今
後もユーザーに快適な高速無線通信を提供する技術開発
活動を推進する．
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